一 つの 作が 出来 上る まで 
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でし きかく きょら いぢ やう さう ^が 

た 弟子 達、 其 角、 去来、 丈艸 などの 心 持 を 描いた もの 

はなやに つき 

である。 それ を 書く 時 は 「花屋 日記」 とい ふ 芭蕉の 臨 

終 を 書いた 本 や、 支考 だと か 其 角 だと かいふ 連中の 書 

いた 臨終 記の やうな もの を 参考と し 材料と して、 芭蕉 

ま へ 

が 死ぬ 半月 ほど 前から 死ぬ ところまで を 書いて みる 考 

であった。 勿論、 それ を 書く について は、 先生の 死に 

会 ふ 弟子の 心 持と い つた やうな もの を 私自身 も その 当 

時 痛切に 感じて ゐた。 その 心 持 を 私 は 芭蕉の 弟子に 借 

りて 書かう とした。 ところが、 さう いふ 風に して 一 二 

ぬな みけい おん ちゃう ど 

枚 書いて ゐる うちに、 沼 波瓊音 氏が 丁度 それと 同じ や 

い ままで 

うな 小説 (？) を 書いて ゐ るの を 見る と、 今迄の 計画 



で 書く 気がすつ かりなくな つてし まった。 

ふしみ 

そこで 今度 は、 芭蕉の 死骸 を 船に 乗せて 伏 見へ 上 ぼ 

つて 行く その 途中に シ イン を 取って、 そして、 弟子 達 

の 心 持 を 書かう とした。 それが 当時 (大正 七 年の 九月) 

の 「新 小説」 に 出る 害に なって ゐ たので あつたが、 初 

めの 計画が 変った ので、 締切が 近づいても どうしても 

む だ あ ひだ 

書け なかった。 原稿紙ば かり 無駄に して ゐる 間に 締 

切の 期日が つい 来て しまって 甚だ 心細い 気がした。 そ 

の 時の 「新 小説」 の 編輯 者 は 今 「人間」 の 編輯 をして 

のむ らぢ すけ 

ゐる野 村治輔 君で、 同 君が 私の 書け ない 事に 非常に 同 

情して くれて、 その 原稿がなかったら 実際 困った でも 



あらう が、 心よ く 翌月 号に 延ばして くれた。 それから 

直ぐに その 号の ために 書き出し たが、 その 頃、 私の 知 

ぷ そん ばせ をね はん づ 

つて ゐる 人が 蕪 村の 書いた 「芭蕉 涅槃 図」 —— それ は 

仏画で ある —— を 手に入れた。 それが 前に 見て 置いた 

か は ごえ きた ゐん 

川 越の 喜多院 にある 「芭蕉 涅槃 図」 より は 大きさ も大 

きかった し、 それに 出来 も 面白かった。 それ を 見る と、 

私の 計画が 又 変った。 で、 今度 は その 「芭蕉 涅槃 図」 

から ヒント を 得て、 芭蕉の 病床 を 弟子 達が 取り囲んで 

ゐる ところ を 書いて 漸く 初めの 目的 を 達した。 

かう いふ 風に 持って ま はった の は先づ 珍しい ことで、 

大&は 筆 を 取る 前に 考 へて、 その 考 へた 通りに 書いて 



しま ひ 

仕舞のと ころに、 火事の ことがある。 その 火事のと こ 

ろ は 初め ちっとも 書く 気がしなかった ので、 只 主人公 

が 病気 か 何ん かにな つて、 静かに 死んで 行く ところ を 

書く つもりであった。 ところが、 書いて ゐる うちに、 

その 火事場の 景色 を 思 ひ つ いて それ を 書いて しまった 

火事場に してよ かった か 悪かった か は 疑問で ある けれ 

ども。 

(大正 九 年 三月) 
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